
平成２７年４月公表
★重点計画の概要

★目指す学校像（ビジョン）

4 １００％の教員が、互いを尊重し豊かな人間性を重視した授業に取り組んだ。 4 ９０％以上の児童が「よりよく生きていこうとする意識が高まった。」と答えた。

3 ９０％の教員が、互いを尊重し豊かな人間性を重視した授業に取り組んだ。 3 ８０％以上の児童が「よりよく生きていこうとする意識が高まった。」と答えた。

2 ８０％の教員が、互いを尊重し豊かな人間性を重視した授業に取り組んだ。 2 ７０％以上の児童が「よりよく生きていこうとする意識が高まった。」と答えた。

1 互いを尊重し豊かな人間性を重視した授業に取り組んだ教員が、８０％未満だった。 1 「よりよく生きていこうとする意識が高まった。」と答えた児童が７０％未満だった。

4 １００％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 4 ９０％以上の児童が「健康に対する意識が高まった。」と答えた。

3 ９０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 3 ８０％以上の児童が「健康に対する意識が高まった。」と答えた。

2 ８０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 2 ７０％以上の児童が「健康に対する意識が高まった。」と答えた。

1 具体的方策を意識して取り組んだ教員が、８０％未満だった。 1 「健康に対する意識が高まった。」と答えた児童が７０％未満だった。

4 １００％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 4 ９０％以上の保護者が「基礎的・基本的な学習内容が定着した。」と答えた。

3 ９０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 3 ８０％以上の保護者が「基礎的・基本的な学習内容が定着した。」と答えた。

2 ８０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 2 ７０％以上の保護者が「基礎的・基本的な学習内容が定着した。」と答えた。

1 具体的方策を意識して取り組んだ教員が、８０％未満だった。 1 「基礎的・基本的な学習内容が定着した。」と答えた保護者が７０％未満だった。

4 １００％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 4 ８０％以上の保護者が「本校は個に応じた指導に力を入れている。」と答えた。

3 ９０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 3 ７０％以上の保護者が「本校は個に応じた指導に力を入れている。」と答えた。

2 ８０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 2 ６０％以上の保護者が「本校は個に応じた指導に力を入れている。」と答えた。

1 具体的方策を意識して取り組んだ教員が、８０％未満だった。 1 「本校は個に応じた指導に力を入れている。」と答えた保護者が６０％未満だった。

4 １００％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 4 ９０％以上の児童が「ＩＣＴを活用した授業が分かりやすい。」と答えた。

3 ９０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 3 ８０％以上の児童が「ＩＣＴを活用した授業が分かりやすい。」と答えた。

2 ８０％の教員が、具体的方策を意識して取り組んだ。 2 ７０％以上の児童が「ＩＣＴを活用した授業が分かりやすい。」と答えた。

1 具体的方策を意識して取り組んだ教員が、８０％未満だった。 1 「ＩＣＴを活用した授業が分かりやすい。」と答えた児童は７０％未満だった。

4 １００％の教員が、「本物」を体験・体感できる授業を学期に１回以上実施した。 4 ９０％以上の児童が「探究的に学ぶ力が高まった。」と答えた。

3 ９０％の教員が、「本物」を体験・体感できる授業を学期に１回以上実施した。 3 ８０％以上の児童が「探究的に学ぶ力が高まった。」と答えた。

2 ８０％の教員が、「本物」を体験・体感できる授業を学期に１回以上実施した。 2 ７０％以上の児童が「探究的に学ぶ力が高まった。」と答えた。

1 「本物」を体験・体感できる授業を学期に１回実施した教員が、８０％未満だった。 1 「探究的に学ぶ力が高まった。」と答えた児童が７０％未満だった。

4 １００％の教員が、生き方を学ぶ授業を学期に１回以上実施した。 4 ９０％以上の児童が「自分のよさを発揮しようとする活動に取り組んだ。」と答えた。

3 ９０％の教員が、生き方を学ぶ授業を学期に１回以上実施した。 3 ８０％以上の児童が「自分のよさを発揮しようとする活動に取り組んだ。」と答えた。

2 ８０％の教員が、生き方を学ぶ授業を学期に１回以上実施した。 2 ７０％以上の児童が「自分のよさを発揮しようとする活動に取り組んだ。」と答えた。

1 生き方を学ぶ授業を学期に１回実施した教員が、８０％未満だった。 1 「自分のよさを発揮しようとする活動に取り組んだ。」と答えた児童が７０％未満だった。

4 １００％の教員が、積極的に情報発信に努めた。 4 ９０％以上の保護者が「学校や地域の教育活動に参加した。」と答えた。

3 ９０％の教員が、積極的に情報発信に努めた。 3 ８０％以上の保護者が「学校や地域の教育活動に参加した。」と答えた。

2 ８０％の教員が、積極的に情報発信に努めた。 2 ７０％以上の保護者が「学校や地域の教育活動に参加した。」と答えた。

1 積極的に情報発信に努めた教員が、８０％未満だった。 1 「学校や地域の教育活動に参加した。」と答えた保護者は７０％未満だった。
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★学校教育目標

　【めざす児童・生徒像】

　【めざす学校像】

　【めざす教師像】

①　「すべては、子供たちのために」という気持ちを絶えずも
つ。
②　「合いの教育（学び合い、助け合い、認め合い、支え合い、
話し合い等）」の充実を図る。
③　失敗から学ぶと共に、成功体験を数多く実感させる。

取組指標 成果指標

教
職
員
・
学
校

〇自ら学ぶ意欲をも
ち、時代の変化や社
会の要請に対応でき
る力を育成する。

〇ユニバーサルデザインの視点や
ＩＣＴを活用した授業展開によ
り、基礎的・基本的な知識・技能
の習得と豊かな表現力の育成を図
る。

〇「できる、分かる、学び合う実感」がもてるような授業実践
により、自ら学び、考え、行動する意欲や態度・能力を育てる
とともに、体験的活動や問題解決的活動を重視し、基礎的・基
本的な学習内容の定着を図る。

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策

子
供

〇互いに尊重し合え
る豊かな人間関係を
構築する。

〇集団の一員としての自己有用感
やよりよく生きていくための道徳
的実践力を育成する。

〇道徳の時間を要として、自他の生命を尊重する実践的態度や
挨拶・感謝の気持ちを育む授業を計画的に行うとともに、豊か
な人間性を育むために、集団の一員としての規範意識や仲間意
識を高めていく。

子
供

〇望ましい生活習慣
を確立し、心身とも
に健康な児童を育成
する。

〇健康に対する意識を高め、自ら
体力向上に励む児童を育成する。

〇健康や食育に関する授業を意図的に取り入れ、生活の中で実
践しながら、健康づくりの基礎を実感できるようにするととも
に、心身の調和のとれた発達と体力づくりに励み、体を動かす
楽しさを味わう。

教
職
員
・
学
校

〇全ての児童が学ぶ
楽しさを味わえる授
業をデザインする。

〇基礎的・基本的な学習を重視す
るとともに、ICTを活用して、主
体的、創造的に学ぶ能力を高め
る。

〇学年に応じた学習習慣を共通理解し、保護者との連携によ
り、徹底を図るとともに、メディア・コーディネータを活用し
た授業を取り入れ、児童一人一人に分かりやすい授業を展開す
る。

〇児童一人一人の教
育的ニーズに応じた
細やかな支援体制を
充実させる。

〇幼稚園（保育園）・中学校との
学びの連続性等を視点に児童理解
を深め、個に応じた教育を充実さ
せる。

〇支援委員会等での情報交換により、教職員間での共通理解を
図りながら、特別な支援が必要な児童への指導に生かすととも
に、ユニバーサルデザインに基づく教材教具の工夫と教育環境
の整備を図る。

教
職
員
・
学
校

〇芸術・スポーツ等
自らのよさや個性を
伸ばす活動を推進す
る。

〇年間を通して体験的な学習を重
視し、自らの夢の実現に向けて、
挑戦しようとする活動に取り組
む。

〇豊かな自然や人とのつながりを大切にした生き方を学ぶ授業
を推進するとともに、漢字検定・数学検定や読書週間、スポー
ツ大会等に積極的に挑戦し、すすんで自らを高めようとする児
童を育成する。

学
校
、

家
庭
、

地
域
・
社
会

〇「本物」を体験・
体感できる機会を設
定することで、児童
の学習意欲を高める
とともに、探究的に
学ぶ力を育成する。

〇他者とのかかわりを通して、コ
ミュニケーション能力の向上を図
り、課題の発見と解決に向けた主
体的・協働的な学習に取り組む。

〇地域のボランティア活動等の社会体験や農業体験、伝統文化
と触れ合う活動から、地域に対する理解を深めるとともに、各
種の出前授業等を活用し、児童の興味や創造性、豊かな感性を
育成する。

※評価指標・評価基準は、２の段階を現状としています。

◎すすんで学ぶ子　　〇からだをきたえる子　　〇思いやりのある子　　〇最後までやりぬく子

①　人と人とのつながりと結びつきを大切にする、やさしさとたくましさをもつ子

①　一人一人が輝き、笑顔と明るい声があふれる、明日また来たい学校
②　周りの変化に気付き、自らすすんで身体を動かし、新しいものを創り出そうとする意欲あふれる学校
③　自分の存在を実感し、互いに認め合い、支え合い、自他に感謝しながら、共に学び、働く喜びを感じられる学校

①　みんなで、五かけ（声・目・手・心・時間をかける）、ていねいに
②　前を見て、一歩踏み出そうとする、意志と向上心

学
校
、

家
庭
、

地
域
・
社
会

〇地域・社会の一員
として、体験を通し
た豊かな感性を育
む。

〇子供の居場所や遊び場の確保を
図り、学校に対する理解と愛着を
深める。

〇学校の教育活動に対する理解と協力が得られるよう、学校
Webサイトや学年・学級通信を通して積極的に情報発信をす
るとともに、保護者や地域の方々の教育活動への参加を促進
し、学校と家庭・地域とで子供を包み込む環境づくりを築く。

学
校
、

家
庭
、

地
域
・
社
会


